
団体ヒアリングで発言する荻津和良委員長

団体ヒアリングで発言する浅香博文副委員長

第731号 （昭和36年４月10日　第三種郵便物認可） 2021年（令和3年） 6月15日 （毎月15日発行）（月刊）日　　身　　連（1）

あ べ かずひこ
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障
害
者
総
合
支
援
法
の
見
直
し
に
向
け

て
、厚
生
労
働
省
の
社
会
保
障
審
議
会
障
害
者

部
会（
以
下
、「
障
害
者
部
会
」と
い
う
）で

行
わ
れ
て
い
る
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
日
身
連

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

障
害
者
部
会
で
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
の

施
行
３
年
後
の
見
直
し
に
向
け
て
、
今
年
３
月

か
ら
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
５
月
は
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て

き
て
お
り
、の
べ
５
回
の
会
議
で
47
団
体
か
ら
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
意
見
交
換
を
中
心
に
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
日
身
連
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、

５
月
14
日
の
第
１
０
９
回
会
議
で
行
わ
れ
、日
身

連
組
織
体
制
強
化
及
び
障
害
者
施
策
等
に
関
す
る

検
討
委
員
会
の
荻
津
和
良
委
員
長
と
浅
香
博
文

副
委
員
長
が
参
加
し
、
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

日
身
連
は
意
見
書
で
、▼
地
域
生
活
支
援
事
業

の
拡
充
を
行
い
、
障
害
者
団
体（
当
事
者
）活
動
の

活
性
化
促
進
を
▼
高
齢
・
児
童
・
生
活
困
窮
分
野

と
障
害
当
事
者
と
の
連
携
に
よ
る
包
括
的
支
援

体
制
と
、災
害
時
要
支
援
者
へ
の
対
応
の
構
築
を

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定

基
本
的
な
方
向
性
を
取
り
ま
と
め  

社
保
審
障
害
者
部
会

▼
週
20
時
間
未
満
の
短
時
間
雇
用
を
雇
用
率
の
対
象

に
▼
加
齢
に
よ
る
体
力
低
下
等
を
鑑
み
、
一
般
就
労

と
就
労
系
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
併
用
が
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
を
▼
就
労
定
着
支
援
事
業
の
対
象
者
に
、
特

別
支
援
学
校
卒
業
生
や
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
な
い
一
般
就
労
障
害
者
を
含
め
る
制
度
改
正
を

▼
人
材
確
保
と
と
も
に
、
業
務
簡
素
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
等
に
よ
る
職
員
の
業
務
負
担
の
軽
減
化　

な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
ま
し
た
（
意
見
書
の
全
文
は

３
面
掲
載
）。

　

荻
津
委
員
長
は
、「
地
域
で
の
自
立
生
活
実
現
に

は
、障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
支
援
に
限
ら
ず
、地

域
生
活
支
援
事
業
等
の
必
要
な
支
援
を
総
合
的
に
行
っ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
見
直
し
に
お
い
て
は
、

今
回
の
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、

地
域
間
格
差
な
く
、
社
会
参
加
支
援
を
充
実
さ
せ
る

も
の
と
し
て
ほ
し
い
。」と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
部
会
は
今
後
、
個
別
論
点
に
つ
い
て
の
議

論
を
行
い
、
今
年
の
年
末
に
向
け
て
取
り
ま
と
め
を

行
う
予
定
で
す
。

　
◎
社
会
保
障
審
議
会
障
害
者
部
会
の
サ
イ
ト（
厚
生
労
働
省
）

　
　https://w

w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/shingi/shingi-hosho_126730.htm

l

　

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
障
害
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
、
互
い
に
そ
の
人
ら
し
さ
を
認

め
合
い
な
が
ら
、
と
も
に
生
き
る
社
会
を
つ

く
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
平
成
28
年
4
月
1
日

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、

行
政
機
関
や
事
業
者
に
よ
る
差
別
の
禁
止
や

障
害
者
差
別
解
消
法
改
正
法

参
議
院
本
会
議
　全
会
一
致
で
可
決
、
成
立

合
理
的
配
慮
の
提
供
（
民
間
事
業
者
は
努
力

義
務
）、
相
談
体
制
の
整
備
等
が
規
定
さ
れ

ま
し
た
。
法
の
施
行
か
ら
3
年
が
経
過
し
た

こ
と
か
ら
、
同
法
附
則
第
7
条
に
基
づ
き
、

施
行
3
年
後
の
見
直
し
の
検
討
が
、
内
閣
府

障
害
者
政
策
委
員
会
に
お
い
て
議
論
さ
れ
、

令
和
2
年
6
月
に
同
委
員
会
で
意
見
書
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
政
府
は
、

こ
の
意
見
書
を
踏
ま
え
、
改
正
案
を
作
成
し

国
会
へ
提
出
、
本
年
5
月
28
日
、
改
正
法
が

成
立
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
法
で
は
、
現
行
法
で
課
題
と

さ
れ
て
き
た
企
業
や
店
舗
等
の
民
間
事
業
者

に
よ
る
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
、
努
力
義
務

か
ら
義
務
化
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
及

び
地
方
自
治
体
は
相
互
に
連
携
協
力
し
差
別

解
消
の
推
進
の
た
め
の
必
要
な
施
策
の
実
施

を
図
る
こ
と
等
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
基
本
方
針
や
対
応
指
針
の
見
直

し
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
相
談
体
制
の
整
備
、

ま
た
周
知
啓
発
等
に
時
間
が
か
か
る
と
し

て
、
施
行
日
は
、
公
布
か
ら
3
年
を
超
え
な

い
範
囲
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
と
し
ま

し
た
。

　

日
身
連
で
は
、
今
回
の
改
正
が
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
一
層
推
進
す
る
も

の
と
し
て
評
価
す
る
一
方
で
、
一
日
も
早
く

施
行
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　
５
月
28
日
、
第
2
0
4
回
通
常
国
会
に

お
い
て
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、「
障
害

者
差
別
解
消
法
」と
い
う
。）の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
成
立
し
ま
し
た
。

か
ず
よ
し

お
ぎ

つ

ひ
ろ
ふ
み

あ
さ

か




